
ピァノ学習にわける読譜に対する

注意力についての一考察 （その2）

蔵 清 蔵

　ピアノ学習者における普遍的な欠陥である読

譜に対する不注意は，一体何が原因しているか

を考察するため，筆者は，前回の報告（1）におい

て，若干の検討をこころみた。

　それによると，大要次のごとき結論がえられ

た。

　すなわち，学習者の読譜に対する不注意に

は，それ以前の問題が多く考えられる。つま

り，ピアノ学習を，　般の学校教科とおなじ学

科と考えないで，一指導者自身も，学習者も，ま

たそれをとりまく全1本的環境（いいかえれば，

わが国民のもつ思想内容から影響され，軽視さ

れた音楽学習観）にもわさわいされている大き

な欠陥ともいうべき，読譜に対する不注意の頻

出が発生していると考えられるのである。

　また，不注意からくる時間と精カの走大な損

失も指摘した。

　しかしながら，前回の報告においてあきらか

にしたように，注意力判定のために使用した手

先の巧綴性をテストする心理的諸検査の結果

と，ピアノレッスンの成績は，かならずしも一

致しないものである。

　この原因は，機械的判定には，ある程度の客

観性がみとめられるとしても，ピアノレッスン

の成績の優劣は，学習者の背後に存在する諸条

件により，決定されるものであって，表面的な

出来によって，一義的には決断しえないきわめ

て複雑な問題が存在するものである。

　すなわち，　般に，音楽学習者の優劣の評価

は，学習事態における「出来。不出釆」といった

現象的（ph・nOtyp1cai）な事実をもってなされ

る場合が多いのであるが，実際には，学習者の

現在を，かくあらしめた発生的（9enotypic・1）

な要因によって左右されるものである。換言す

れば，この生徒が上手であるとか多下手である

とか素質があるかないかという事実の背後に

は，本人の音楽学習への動機づけのつよさ，本

人をとりまく家庭環境1遺伝的諸要因等が総合

的に作用していると考えられるのである。

　ここにおいて，今回の第2報告においては音

楽学習者の能カ，素質として評価される潜在的

条件をいくつかの側面よりとらえ，この結果に

もとづいて，読譜に対する注意カの優劣を再検

討してみることにする。

　　般に，もののみかたは，単に読譜にかぎら

ず，あらゆる先入観をすてて，明鏡止水とでも

いうか，もののあるがま㌧をみてとる態度をと

ることが理想といえるであろう。

　ようやく仕上げが完了したと思うころに，楽

譜の誤読に突然気がついて驚くことがある。そ

れは，楽譜を何十回も見ているが，実際は本当

にみていなかった，あるいはみえなかったこと

に気がつくのである。何十回も同じ楽譜をみて

学習したのに，あるとき，自己の誤謬に気がつ

けば，今までみえなかった，符号・記号が存在

することがわかる。

　生理的な意味での眼は，正常であり健康であ

るにもか㌧わらず，心理的にはみえなくなるの

である。

　同じ楽譜を何回もみて学習し，完成する頃

に，やっとその誤謬を見いだすことは，おどろ

きでもあり，嬉しいことでもあるが，それまで

の損失は莫大なものとなるのである。

　しかし，なぜ正しくみえなかったのかを，考

えてみると，おそらく頭の申で別な音形が先に

入っていて，現在，みる眼のはたらきを阻害し

一99一



~ 7)~'~~~1eC~5ey;~*+-,~~~eC+/'j~;~~E~:)tle~~~~Cq) ~~~~ (;~~)2) *j*~A 

~~~~c~~)~~~~?~tL~. C~)C~e~~~t:, ~~ 
~~j}c~~~*~ ~ , ~57~~ t)C ~~~'='*'~'~-'---~ ~ cD~~ ~. 

;~, t:~i~~~i~7~~~~l~)ec, ~~"l~Cy~~~:~f8~l~~ 

~ ~~~~~ ~~, ~~7~~~* 5 ~lc~~_.~~*7*-, 

~ ~+ 5 ~c 5 7~: C ~~~a:) ~. 

C/~7~~~~:,,t･~~~*"~~~~^C~~ ~ ~, ~~f~>-~f~7c C 

~lc~~;~~ ~tL~~, ~~^~, a~~^~~~e~~f 
~c~J~ ~)~> ~ 7~: < 7~~. ~ ~~!~ 5 ~ ~)~a5 ;~. 

~~:~)FFljCc~7~:hc ~ 7~~ < , fc7~~~･~i~~~~:~~~~~~ 

~ ~C~*~~HE~:~~~~ ~~~~~>~~)~~Q~f~ec~~.~ 

~~7~i~~*~)~~~~ ~t ~Q0~;~~c~~_tc~~C~, 

~ ~; ~ ~ ~~~;~: ~ 7c~~~*'=~,+,""~~~~*~ ~+ ~ ~) e~ ~a:) 

;~. 

~ < ~ ~>~~r,~~i~ }) ~･~~f~~~~~l~~~)~a~;~. 

~~~~L~ ~ 5~>/~~< ~ ~, f~I~~~~e~~~~f~)~ 

~~a~.C, ~~~)~',-.'-"~'"~~~,~~)~･~~~C, Z~/~7~:~Q~~ 

~~~C~+~~>~~, ~O~~~7.J( 5 Ic7~: ~, ~~> 
~~j~~){~f~~~}c, ~~~IFFlec~'--"~"-'~)~~tc4 ~i7~)~~ 

~D ~ r) < ~ ~ ~)~a~ ~. 

'~'~'~~'~-'･-- ~･~> ~~tLl~, ~~:~~~~'~) FFl~~~~~~jh~a~ 7c~> ~ ~~= 

_I~:~)C~ < ~c 5~~tLC~~~~~ 5 7~~ ~ O) ~ a~ 

;~. C~)J~ 5 7~~~l~~.'.^~~(L- ~>-C~~~~~~~I~e~ l~~)~ 

~ ~ec ~~!~~t:J~ 5 bc, ~~ ~~)I~~~~~~ f~~ 

~5~~ e~~~~ ~ ~~~~~~ 7~E~~~~~~ 7~~ e y t~ i~ 7~~ 

~, ~~~~)~~~~~d~:iC ~ ~ C/~~, 7~~~>I~~~;f~f 

~ ~~ec ~ ~r~**~PtL7~~~~~) e~, ~~)~~:~~~~~~~~~c~~ < 

ai) ~ ~)~L;~7c~)~~);~ 5~>, C~)J; 5 7~~,~~,~.~c~~~ 

~ < ~ ~)~f~~~ J~ i~ ~B~~~,'L*~~~~ey~~~ ~ ~ C~ 

~~~~J~ 5. 

~)~~)~~>, ~l~~7~~~~>~ ~ ~:~!i~~lec~:~[J 

~~~~:~~~HE~+~ai)~~> -/~-･-･-'*~~~~J~ < ~~, ~~~lj 

~J~ <~r･'+~f~ ~ ~)~ai) ~. ~tL~~/~~'--･･-･"---'~~~;~J~ < ~~~ 

~~~~[j;~ ~~ ~ ~ c ~ i~, 4~)~~)~t~~lc~> ~ ~) ~ ~~~ 

~!~a:) ~ , ~r~)7c~~ec~I~~~'7~~~~:~i~~ ~a5 ~~) 

~ ~ ~)~~) ~. 

c~)J( 5 ec, 7~~}c ~ ~)~>-~~i=~Olc:7~: ~~~~~7~~ ~ 

~~1J( 5 7~~~~~~~cD~~,,~"~*.~lc7~~ ~ J( 5 r~~ 5 ~~eyh~, 

=~~ec:~~~~ ~ ,'~~*~f~a5;~ 5 . 
*'*"* 

~~ ~J Q).-'~l-･~'='･･･* ~~ ~f ~t~~t 

~~:Ji~)c~ ~~;,~~~,.~>~, ~~~lQ)~f~~}c~~~~c 

l~, ~ftu~J~)~'~1~"='-'-･ ~~~}c~~~~o), l~~~~~~~ ~~~~~il 

~I , ~i~~~~)~~~~ . ~~~~~,')c*j~Q)~f~~:~~c~~~~ 

--~1'~='-'-･ ~~~, ~~~~~~;~o)"~~-･--*~~Ec~~~~f~~c, ~~:~~~~t 

~~ c ~ ecU7*-. ~~~~~~~~~~~) ~ ~5 ~ ~~) ~. 

I ~C)~~)~7/~~:~ieC~~~~,~L~~~;~~)~'~~l~'-'-'-･ i~ 

(7:lir- hAICJ( *' ) 

7;/~r h A (y~;~~ L~~~~~f~~l~;~ 
~ ~)) 

1. ~)f~:r,_-~~~~~~vy~~;~1,~L)~)r*'-~)e~, ~~)J; 

a )~}C~~~~~tLJC, ~~~)r_,-)~~~7~tL~l~~> 

( ) b ~~~r~~ ~ 7_,-~* ~ ~~ ~ . t*'-~)~ 

c ~~~:~~~!5~~*~~)c=~~r~~b~f,_-<t~:-r..-

~)~ 
d r,_-'t~~J~~f~:< 

e ~Q)i~~>C~~~~~ ( )
 

2. ~)t~~r,_-~~~7/ ~.)~~~~~~:~E~ey~~*;~~)e~ 

~~~)~~:E~l~) ~tLeC~)7*- ~ ~~~~>. 

~~, ~~~~~~{.*~~~)~~~~~~ i~;~~tC~*~ ,EEI* . ~~* 

;~. 

c CtL~>~~, t~7/;~~~~l~~f*~(~~~U7,_-~*~>~ 

CC~)~~=~~, ~)f~~iC~~~~~f~~ ~ t,_-~*~,~3*.C 

V*;~~~{~{~e~~J~~~>) ( ) 
d t~7/ ;~~~'1)C~*;~~, ~~~~leCf~~.1C~. ~*'~;, 

~~~>'~~;~ ~~ < f~:1)~. 1~~>~)~~!?J~~ J; < ~~ 

;~ J~ 5 e(L-t;~:;~ ~,~I*5 ~> ~ 

e k~7/ ~~i. c~~~~ ~, ~~~l)~~~ c=~t-(L~ 
"L~~~e~ t..-~>eCt~:* ;~ ~ ,EEf* 5 ~> ~ 

lOO 



蔵　　　　清　　　蔵

　f　父や母や，一きょうだいがやれというから

　9　その他（理由：　　　　）

3．あなたは，ふつうどのくらい音楽の練習をして

いますか。

　a　毎日やっている　時間　分くらい

　b　ときどきやっている　　日に1回くらい＿

　　　時間　　分くらい

　C　ほとんどしない

4．あなたのお父さんやお母さんは音楽に理解があ

ると思いますか。

　　　お父さんの場合

　a　大へん理解がある

　b　ある
　C　ふつう

　d　あまりない

　e　全々いな
　　　お母さんの場合

　a　大へん理解がある

　b　ある
　C　ふつう

　d　あまりない

　e　全々ない
5．　ピアノの練習にあたって，とくに先生に注意さ

れたことをまもるように心がけていますか、

　a　いつも心がけている

　b　ときどき忘れる

　C　あまり気にしない

　d　全々気にしない

6．先生があなたに注意されていることのうち，と

くに大切と思うことを，大切な順に3つあげなさ

い。

　1．（　　）　2．（　　）　3．（　　）

なまえ　　　　学校 男　女

次に使用したのは本人の家系の音楽的環境

とピアノ学習に対する両親の心構えの調査（ア

ンケートBによる）である。

　アンケート　遇　（両親用）

I　あなたの家系（この場合は，本人を申心として

祖父母，父母，兄弟姉妹，おじ，おば，いとこの範

囲をさし必らずしも同居していなくてもよい）につ

いて，次のことをお答え下さい。

　1．音楽を職業としている人がいますか、

　　a　いない
　　b　いるいる場合

　　　例（祖　　父）（尺八指南）（尺　　八）

　　　　（　父　）　（大学教授）　（ピァノ）

　　　　　誰ですか　職業名　専　門
　　　　（I　　）（　　　）（　　　）
　　　　（　　　）（　　　）（　　　）
　　　　（　　　）（　　　）（　　　）

　　　　（　　）（　　）（　　、）
　2．音楽を職業とはしない汎音楽岡係の学校を

　　卒業または在学申の人がありますか。

　　a　いない
　　b　いる　いる場合’

　　　例（従　姉）　（東西音楽大学）　（声　楽）

　　　　　誰ですか　　学校名　　専　　攻

　　　　（　　　）（　　　）（　　　）

　　　　（　　　）（　　　）（　　　）

　　　　（　　　）　（　　　）　（　　　）

　　　　（　　　）（　　　）（　　　）

　3．音楽を職業としたり，音楽関係の学校に在学

　　したり，卒業したのでないが，音楽が非常に得

　　意（又は好き．）な人がいますか。

　　a　いない
　　b　いるいる場合

　　　例（兄）（暴品鑓）（ギダ）

　　　　　誰ですか　どんなことで　楽　　器

　　　　（　　　）　（　　　）　（　　　）

　　　　（　　　）　（　　　）　（　　　）

　　　　（　　　）　（　　　）　（　　　）

　　　　（　　　）　（　　　）　（　　　）

　　　　（　　　）　（　　　）　（　　　）

　4．あなたの家系で，音楽がとくにきらいな人が

　　いますか。

　　a　いない
　　b　いる　いる場合

　　　例（弟）（カメラ）
　　　　　誰ですか　その人の趣味

　　　　（　　　）　（　　　）

　　　　（　　　）　（　　　）

　　　　（　　　）　（　　　）

皿　あなたの子供さんについておたずねします。

現在ピアノレッスンをうけさせているのは

　1．将来音楽を職業とさせたいから

　2　音楽を職業とさせるかどうかは，わからない

　　が，音楽関係の学校へ進ませたい

3　これからも音楽を趣味，教養としてやらせた

　　いから

4．ピアノを習わせると，器用になったり，感覚

　　が鋭敏になったりして，ほかの学科もよくでき

　　るようになると思うから

5．ピアノを習わせていると，子供におちつきが
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ピアノ学習における読譜に対する注意力についての一考察（その2）

　　できたり，情操教育になるから

6．3．4．5．の場合は，お子さんを将来どういう方

　　面に進ませたいと思いますか。

　　進学の場合（　　　　）職業（　　　　）

7．その他
皿　あなたの子供さんには，どの位の練習をさせた

らよいと思っていますか。

　1．毎日させたい（　　）時間（　　）分位

　2．時々させたい　（　　）日に1回くらい

　　　（　　）時間（　　）分

　3．ほとんどしなくてもよい

v　あなたのご家族（同屠の方）の皆さんは，学校

時代の音楽の成績は大体，次のどれにあたると思い

ますか。

1。祖父　1

　　　　　2

　　　　　3

　　　　　4

　　　　　5

2．祖母　1

　　　　　2

　　　　　3

　　　　　4

　　　　　5

3．父　　1

　　　　　2

　　　　　3

　　　　　4

　　　　　5

4．母　　1
　　　　　2

　　　　　3

　　　　　4

　　　　　5

5．（　）1
　　　　　2

　　　　　3

　　　　　4

　　　　　5

6．（　）1

　　　　　2

　　　　　3

　　　　　4

　　　　　5

7．（　）1
　　　　　．2

　　　　　3

　　　　　4

　　　　　5

大へんよかった

よかった

申くらい

や㌧下手

大へん下手

大へんよかった

よかった

申くらい

や㌧下手

大へん下手

大へんよかった

よかった

申くらい

や㌧下手

大へん下手

大へんよかった

よかった

申くらい

や㌧下手

大へん下手

大へんよかった

よかった

申くらい

や㌧下手

大へん下手

大へんよかった

よかった

申くらい

や㌧下手

大へん下手

大へんよかった

よかった

申くらい

や㌧下手

大へん下手

8．（　）1　大へんよかった

　　　　　　2　よかった

　　　　　　3　申くらい

　　　　　　4　や㌧下手

　　　　　　5　大へん下手

平　あなたのお宅にある楽器をすべて，書いて下さ

い。

　　　例（ピアノ）　（本人と妹）

　　　　楽器名主に使っている人
　　　　（　　　）　（　　　）

　　　　（　　　）　（　　　）

　　　　（　　　）　（　　　）

　　　　（　　　）　（　　　）

　　　　（　　　）　（　　　）

　　　　（　　　）　（　　　）

w　次にあげたもののうち，お宅にある品物にいく

つか○をつけて下さい。
1．

2．

3．

4．

5．

6．

電気冷蔵庫

電気掃除機

ラジオ

テレビ

ステレオ

プレーヤー

7．

8．

9．

10．

11．

12．

扇風機

テープコーダー

クーラー

カメラ

ミシン

自動車

結果および考察

上述した結果を表示すれば次のとおりであ

る。

　　　　表1　アンケートAのIの結果

レッスンをはじめた理由 人員 ％

a　人にす㌧められ 11 32．4

b　自分でやりたい 18 13．O

C友達がやるので 5 3．0

dただ何となく O 0
e　その他の理由 0 O

表2　Aの2の結果

現在レッスンをうけている理由 人員 ％

a　音楽を職業としたいから 8 23．5

b　職業不明だが音楽学校へ 10 29．4

C　趣味教養としたいから 11 32．4

d　器用，鋭敏，学業向上のため 1 2．9

e　落ちつき心豊かになるから 2 5．9

f　父母兄弟にむりにすすめら
れて O O

9　その他の理由 2 5．9
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蔵　　　清　　　蔵

表3　Aの3の結果

人　員

表9　A6の3

練　　　習　　　量

a　毎日やっている

b　ときどきやっている

C　ほとんどしない

33

1
0

％

97．1

2．9

0

表4　Aめ3練習時間の結果

時問
人員1　　I1時間 人員

15分 1 2時間 9

30分 4 2時間30分 2

1時間 7 3時間 1
1時間30分 7 3時間30分 2

表5　Aの4の結果

音の明瞭

指の形

落付き

楽譜を正しくみる

毎日練習

テンポ

ペダル

表現

5人

4
4
3
3
3
1
1

父の理解！人員1 ・1 1母の理解1人員 ％

a大いにある 3 8．8 a大いにある 3 8．8

bある 8 23．5 bある 19 55．9

Cふつう 19 55．9 Cふつう 11 32．4

d余りない 4 11．8 d余りない 1 2．9

e全々ない 0 0 e全々ない 0 O

324

表10　アンケートBの1の結果音楽を

　　　職業1趣味などとしている人

いない1 い　　　る

1．音楽を職業とし
％ ％

ている人 32 94．1 2 5．9

2．音楽学校在学，
卒業の人 34 100．0 O O

3．専門でないが非
常に得意，好き

20 58．8 14 41．2

％

59

412

表11音楽が得意または好きな人

表6　Aの5の結巣

注意に対する心構え

a

b
C

d

いつも心がける

時々忘れる

余り気にしない

全々気にしない

人　員

3
27

4
0

父母　　　10

｛兄弟　　　10
おじおは　　4

％

8，8

79，4

11．8

0

表12　BのIの4の状況

家系内に音楽が
とくにきらいな
人がいますか

表7　A6の1の集計

楽譜を正しくみる

指の形に

字首の事

速度の事

音の明瞭

指庚い

ノ、ノン

　い　　　　る
（おいプロレス）

表13　Bの2の状況

10人

6
4
4
2
2
2

表8　A6の2

1．音楽を職業とさせたい 6 26．1％

2．将来不明だが音楽学校へ 2 8．7

3．趣味，教養としたい 9 39．1

4．器用，鋭敏，他の学力向上も O 0
5．落ち付き，情操教育に 3 13．O

6．（3．4．5．の場合将来の進路） （12） （52．2）

7．その他 3 13．O

楽譜を正しくみる

指使い

テンポ

ハノン

毎日練習

落付き

アレンジ

曲想

表i3の3，4，
とおりである。

5の希望する進路の内訳は次の

7人

6
5
4
3
2
1
1

薬学方面

語学方面

医学方面

不明不答

1
1
1
9

また表14の7（その他）の回答3名の理由は

根気をつづけさせるため　　　　1

　本人がのぞむのでいたし方なく　2
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ピアノ学習おにける読譜に対する注意力についての一考察（その2）

表12 Bの3の練習量の状況

2．時々させた
い O O

3．ほとんどし
なくてもよい 2 8．7

表13B　の　4 の集計

118

大へんよかった よかった 申くらい や㌧下手 大へん下手

祖父母 2 1．4 6 4．4 12 8．7 4 2．9 0 0
父母 5 3．6 ユ8 13．0 43 3ユ．2 4 2．9 1 0．7

きょうだい 13 9，4 12 8．7 14 10．4 1 O．7 1 0．7

おじおば 0 O O O O O 0 0 1 0．7

おい 0 O O O 1 1．1 0 0 O O
計 20 14．5 36 26．1 70 50．7 9 6．5 3 2．1

表14　Bの5の状況
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表15　Bの6の集計

テレビ 30 88．2％

扇風機 30 88．2

ミシン 29 85．3

カメラ 29 85．3

電気冷蔵庫 29 85．3

ラジオ 29 85，3

電気掃除器 21 6ユ．8

ステレオ 15 44．1

テープレコーダー 15 44．1

プレーヤー ユ7 50．0

自動車 11 29．4

クーラー 3 8．8

　　　　　結果および考察

1　現在の資料からでは全体的にはとくに門

弟の申には，すぐれた音楽家の家系の子弟

0
07
07
07
O

21

　は見あたらない。

　　しいていえば，音楽に興味，関心，理解

のある家庭の子女，近親にも音楽の比較的

　うまいものが多くみられる。

2　音楽を職業とする，音楽学校へ進みたい

者が34．8％あった。

　音楽を趣味とするもの39．1％であり情操

教育を目的とするものが13．O％で音楽学

習，つまりピアノ学習の目的は一応，はっ

　きりしている。

　そこで前回の報告した論文（第6頁表

　4）の読譜に関する基礎資料一覧の申より

音楽能力の評価が最優秀のものと最劣等の

ものを特にえらびだし，その番号，氏名，

音楽能力評価および注意カテスト得点記録

より，綜合評価を一覧としたものが表16で

ある。

　　　表16音楽能カ評価一覧

優　　　秀　　　群 劣　　　等　　　群

番号
氏名1轟ス盗1素質

番号 氏名
嘉ス盗1素質

1 IN C 9 3 MS C 4
8 HH B 9 10 MT B 3
9 KM C 9 15 HK A 5
16 IS C 9

また更に両群のアンケートA，Bにおける
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状況を一覧にしてみると表17のじとくその　　する一つの要因とみてよいのではないかと考え

差はあまりなく，わずか劣群の二部に意欲　　られるが，それにもまして。レッスン時におけ

の顕著な乏しさが散見するにすぎ軌）。’　　　る指導者の強調のしかたにより読譜にたいする

これらの事実は，読譜に対する注意カを左右　　注意カも向上すると考えられるのである。

　　　　　　　　表17両群のアンケートに対する反応，アンケートAの優群状況

被　　験　　者　　番　　号 1 8 9 15

間　1．レッスンをはじめたのはどんな理由か a b a a

2．現在レッスンをうけているのはどんな理由か a 9 a a

3．ふつうどのくらい練習をしていますか a a a a

4．父の音楽に対する理解 C b a b
4．母の音楽に対する理解 b b a b
5．先生の注意をどのくらいまもるか b b b a

表18　アンケートBの優群の状況

験　　　者　　　番　　　号

問Iのユ．

　　　2．

　　　3．

　　　4．

間皿

間y

家系で音楽を職業としている人の有無

音楽を職業としていないが音楽関係卒業在学

専門に修業せぬが非常に得意（好き）の有無

家系で特に音楽のきらいな人の有無

現在レッスンをうけさせている理由

家にある耐久消費材の数

a

a

a

a

3
9

a

a

a

a

3
7

a

a

b
a

2
10

a

a

b
a

1
9

表19　アンケートAの劣群の状況

被　　験　　者　　番　　号 3 10 15

問1．レッスンをはじめたのはどんな理由か C a a

2．現在レッスンを受けているρはどんな理由か C a e

3．ふつうどのくらい練習していますか a a a
4．父の音楽に対する理解 C b C

4．母の音楽に対する理解 C b b
5．先生の注意をどのくらいまもるか b b b

表20　アンケートBの劣群の状況

被　　験　　　者　　　番　　　号 3 10 15

問Iの1．家系で音楽を職業としている人の有無 a a a
2．音楽を職業としていないが音楽関係卒菜在学 a a a

3．専門に修業していないが非常に得意（好き）の有無 b a b
4．家系で特に音楽のきらいな人の有無 a a a

問皿　　現在レッスンを受けさせている理由 7 3 2
間v　　家にある耐久消費材の数 11 10 10

注）　表17，18。ユ9，20にあらわれる解答の際の記号（a，b…など）の説明は次のとおりである

表17間ユの

問2の

a

b
a

9

人にす㌧められた

自分でやりたいと思った

将来音楽を職業としたいから

その他の理由

間3の
問4（父）

a

a

b
C

毎日やっている

大へん理解がある

ある

ふつう
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問4（母）

問5

表18問Iの1

　　　　　2

　　　　　3

問皿

問w

4

表19問1

問2

問3

問4

問5

表20問Iの1

　　　　　2

　　　　　3

問皿

問1v

4

a

b
a

b
a

a

a

b
a

1．

2．

a
C’

a

C

e

a

b
C

b
a

a

a

b
a

2

3
7

大へん理解がある

ある

いつでも心がけている

ときどき芦れち

いない

いない

いない

いる

いない

将来音楽を職業とさせたいか
音楽を職業とさせるかどうか分
らないが音楽関係の学校へ進ま
せたい。
音楽を趣味，教養としてやらせ
たい
耐久消費材の数

人にす㌧められた

友達が習うというので自分もや

りたくなった

音楽を将釆職業としたいから

趣味教養としたいから

落ちつきが出来たり，心が豊か
になる

毎日やっている

ある

ふつう

ときどき忘れる

いない

いない

いない

いる

いない
音楽を職業とさせるかどうかは
分らないが音楽関係の学校へ進
ませたい
趣味，教養としたい

その他

耐久消費材の家にある数

　　　　　　　　結　　　　語

　本研究では，ピアノ学習者の読譜における心

理的なことをとりあつかい，今後，より効果的

にその指導計画をたてるために基礎資料とし

て，従釆ピアノ学習者が莫大な時間と精力を無

駄にしていた状態より脱皮してより合理的な方

法を考えて，それぞれ相互の関係を調査してみ

た。

　読譜における不注意の頻発や，彩しい誤謬の

連発は，大半の指導者たちを，なやませる大き

な曙題である。

　河の水のζとく二おしよせるこれら学習者の

（特に初歩の）ぞんざいな読譜は，他の教科と同

じように重要に考えていないことから起るもの

と断定したが，筆者がこの一年の間に注意力を

うながす指導をおζなったところ，現在は読譜

に関する誤謬は皆無といってよい状態になり多

従釆はご回のレツスンでやっと嬬正された学習

者が，第1回で仕上げてくるようになり，少な

くとも被験者の学習者には読譜に対する注意力

については筆者をなやまさなくなったことを考

えあわせると，読譜に対する不注意の問題は指

導者の心構えにもよることを発見した。

　また学習者もそれぞれ，家庭環境，心構えな

ど，また指導者の問題も一あろうけれども，要は

音楽に対する愛と情熱が学習への合理的な努力

を生むようになるものである。

　これらの仮説については，今度さらに詳細な

検討をすすめて行く計画である。

　本調査研究にあたり，島根大学音楽教室山本力教

授に貴重な助言を賜わり，また島根大学心理学教室

西．山啓助教授に多大なる御配慮を戴いた。ここに記し

て深甚の謝意を表する。
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